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このコースは農業ビジネスをすでに始めておられる経営者、もしく

はマネージャー幹部の方々向けに社員が週休二日を作る採れる体制

にするためのプログラムです。 

 

一般的な企業のように社員が安心して働けるようにするためにはど

うすればよいのかが学べます。 

 

全 12 講で学ぶプログラムは次の通りです。 

 

第 1講 農業を製造業化する （製品づくり） 

第 2講 工程をシステム化する （システムの構築） 

第 3講 横組織ではなく縦堀組織を作る（組織の作り方） 

第 4講 多能工の育成術  （工程管理） 

第 5講 習慣化させるポイント（5s の重要性） 

第 6講 仕事の視える化   （情報の共有） 

第 7講 理念の共有     （お客様と社員） 

第 8講 PDCA と会議運営 （実行力とコミットメント） 

第 9講 作業工程管理   （食品としての品質管理） 

第 10 講 リスクマネジメント （リスク評価） 

第 11 講 マネージャー育成 （仕事をさせる人を育てる） 

第 12 講 目指すはお客様満足と従業員の幸せ 

 

 

 

 

それではまず第 1講から始めましょう。 
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第 1講は「農業を製造業化する」です。 

 

 

 

本講座の狙いは週休二日が可能な企業農業の確立です。 

そこで週休二日を実現している製造業について学んでいこうと思い

ます。 

 

製造業はきっちりと土日を休んでいたり、フル稼働の向上は交代制

を採用したり社員はきっちり週休二日を取っているようです 

 

でも、農業と製造業は全く違うって思われるかもしれません。 

しかし農業も製品を作っている点手は変わりません。 

 

 

そもそも農業と製造業では何が違うのか？というと 

どちらもモノづくりであるという点では一致しています。 

工業で見ると製造業は 部品を作りそれらを組み立てるメーカーが

ありこれらを総称して製造業と言います。 

 

つまり、製造業は 2 次産業であり農業は 1 次産業であり、そもそも

ジャンルが違うのです。 

 

この講ではあくまで農業製造業は全く違うことを認識した上で 

農業を製造化するにはどうすべきかを学んでいきます。 

そもそも、工場内で製品化される工業と 

屋外の気象条件に左右される農業では重なり合わないのでは？と 

思わるかもしれません。 

もちろんその通りなのですが、これら外的要因、気象条件などにつ

いてはあとの講で解説いたしますので、この講では農業の製造業化

について解説します。 
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ひとつの製品を作るために、各自がひとつの工程のみを担当し、  

流れ作業で行うものを「ライン生産」といいます。   

世界で初めて大規模工場にそれを導入したのが、1913 年、アメリカ

の自動車メーカー・フォードです。 

決まった場所で固定して自動車を組み立てる方法では 1 台あたり 

12 時間 2 分要していたものが、コンベアーを導入したライン生産

ではわずか 1 時間 33 分にまで短縮されました。  

そのコスト削減と大量生産の実現により自動車の販売価格を大幅に

下げることができ、大量販売を実現しました。 

 

農業も同様にこれまで一人で種まきから収穫まで行ってきた工程を 

分業して産業化する。これがこれからの農業に求められています。 

そもそも企業型農業とは組織で行う農業の事であり、組織を束ねて 

生産販売活動を行うことが企業型農業と位置付けられています 

 

これは既存農業とは全く異なります。 

既存農業は農閑期に休んで忙しい時に集中して仕事をします 

逆に企業型農業は定期的に順番で休むのです。 

 

ですから、米などの年に 1 作しか生産しない作物では 

この企業型農業は難しいとされています 
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このように温暖地にて冬期栽培を中心にした野菜生産であれば 

安定的な雇用は難しくなります。よって年間雇用ができる葉物野菜

や果菜類の周年栽培に企業型農業が集中しているのです 

 

 

 

次に週休二日制を導入する際の労働時間を見てみましょう 

一般的に週 40 時間労働を基準にすれば 

1 日 8時間労働として週 5 日。結果週休 2日となります。 

年間 52週とすれば年間 2080 時間となります。 

 

つまり 10 人で 100,000 千円の事業を行っている場合 

全工程を 20,800 時間で業務を完結しなければなりません。 

 

 

 

冬作 栽培上の留意点 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

玉レタス

リーフレタス

ごぼう

大根 洗う機械必要

白菜

キャベツ 卸売単価乱高下あり

ブロッコリー

じゃがいも 芋堀機必要

ニンジン ニンジン堀機

洗浄機必要

玉ねぎ 収穫後貯蔵場

ニンニク 必要

ネギ 皮むき機必要

にら

ベビーリーフ

ハーブ類

シソ、大葉

パセリ

コリアンダー トンネル資材必要

クレソン 清流必要

空芯菜 冬作は厳しい

ホウレン草

小松菜

ミズナ

春菊

トンネルまたは

ハウス必要

トンネル資材必要

ハウス必要

収穫期間
植付期間：多忙

植付期間：多忙 収穫期間植付期間：多忙 収穫期間

植付期間：多忙 収穫期間

植付期間：多忙
収穫期間

周年作付、周年出荷

植付、収穫連続

周年作付、周年出荷
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例えばトマトの年間栽培であれば 

 

 

 

年間 20,880 時間でトマト 100,000 千円（２５０ｔ：卸単価＠400 の

場合）を生産販売する計算になります。 

 

これらを実現するためには 4 月～6 月、9 月～11 月の春、秋の作業

ボリュームをどうやって山くずしするかが課題になってきます。 
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第 2講ではこれら作業工程をひとつずつ見直して 

システム化していきます。年間の作業工程はほぼ確定しています。 

これらを分業システム化することで作業の山谷を把握し均してでき

る工程はどこにあるのか見ていきましょう。 

 

 

この表のようにどうしても作業重なる期間が出てきます。 

これらを解消しなければ定期的な週休二日は実現できません 

 

 

このように各工程にかかる時間を割り出し「どの工程を見直すのか」、

「どの時期を見直すべきか」を割り出します。 

これらをどうやって解決していくかを考えていきましょう。 
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１、臨時雇用は従事者、パートを入れることでカバーできます。 

しかし、コスト高になるのと、人員管理が増えることになります 

 

２、の作業工程山崩しを考えてみましょう。 

これは作業工程を前後に動かすことで作業の山を無くすことが目的

です。 

当然作型に影響しないようしなければなりません。 

工程を無理に動かすと大事な生産に影響するようでは本末転倒です。 

作付け作型には適期があり、その適期に翻弄されると人員がどれだ

けいても足らなくなります。 

経営者はこのバランスを取らなければなりません。 

 

3 は機械化、自動化です。 

ひとつずつ見ていきましょう 

 

 

 

１、臨時雇用は従事者、パートを入れることでカバーできますが 

オーバーする 1982 時間をパートさん時給 900 円で補うと年間

17,833,800 円を支出することになります。 

 

雇用確保とパート教育などの手間を考えると決してベストではあり

ません。 
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２、の作業工程山崩しを考えてみましょう。 

これは作業工程を前後に動かすことで作業の山を無くすことが目的

です。 

当然作型に影響しないようしなければなりません。 

工程を無理に動かすと大事な生産に影響するようでは本末転倒です。 

作付け作型には適期があり、その適期に翻弄されると人員がどれだ

けいても足らなくなります。 

経営者はこのバランスを取らなければなりません。 

しかし、この規模であれば多少山崩しをしたところで４４５時間し

かカイゼンされないのも現実です。 

作業工程の「山崩し」はやはり機械化するしかないようです。 

    

予めお伝えしますが、システム化とは機械化、IOT 化することでは

ありません。 

システム化とは誰がやっても同じ成果を生み出せる手法や体制を整

えることで、例えば小売業がレジを導入するのもシステム化だし、

それと労務管理をつなぎ合わせるのもシステム化です。 

つまりシステムを導入することで作業負荷が軽減され、そこにかか

る人件費を抑えることができる効率化、合理化するための手段なの

です。その中で農業はまずは機械化が優先的に考えられます。 
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これはシミュレーションですが収穫作業、選別梱包出荷作業がすべ

て現状の２倍処理できれば作業の山間崩れ繁忙期である５月も１日

１時間残業を社員がしてくれるだけで会社は回るようになります。 

更には全労働時間から全作業時間を引けば４１０２時間余裕ができ

る。 

これを単純に人件費計算すれば 4120÷2088＝1.97人 従業員 2名

分の人件費が浮く計算になります。 

もちろん一概に言えませんが、週休 2 日を実現するにはこのような

システム化は避けては通れないのです。 

 

 
次にシステム化とはすべてを Iot などでデータ化するイメージや機

械を導入するイメージがありますが、それだけではなく 

パターン化、マニュアル化することもシステム化の一つです。 

 

 

 

 

 

 

 

このように製造工程（生産工程）を期ごとに分けてみましょう 
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その期ごとを更に工程別に分離し内容とやり方を箇条書きにしてい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイントは基本的な作業を入れてイレギュラーの事態にはどうする

か補足するようなパターンが良いでしょう 

 

 

 

 

 

 

期 工程NO 作業日程 作業no 作業用語

3.5、 つぶし潅水 つぶし耕起を行う前日に必ず潅水をしてから 耕起作業時、ハウス内に粉塵（ほこり）が舞うのを ※上記の施肥資材を散布後に潅水する

耕起作業に入る 抑制する。 また、施肥をしたままの状態は禁物

潅水量：500ℓ～1000ℓ 乾燥しすぎている土壌は細粒化しやすいので 速やかに潅水⇒耕起作業を行う

※乾燥が激しい場合は2000ℓ～3000ℓ それを防ぐ

4、 つぶし耕起 粗耕起 トラクターにて残渣、肥料、たい肥資材を 土を入れ替えることで残渣を土中で分解する 耕起する際は土中の盤を平らに

土中にすき込む 肥料、たい肥資材が次の作のためにまんべんなく 均一になるように耕うんすると次のほうれん草

耕起法：ゆっくりと深く、上下の土を入れ替える 混ざることで成育のムラがなくなる の作がきれいに揃う

イメージで耕うんする

《トラクター操作》 耕うん時のエンジンは2000rpm～2500rpmの間とする

トラクタ速度：最低速度で耕起作業は行う 速度を上げるとトラクターに負荷がかるため

ロータリー回転数：ギアを遅い速度に入れる 回転数が遅くし爪を深く土に入る

５、 養生 ハウス内換気 コントロールパネルは以下の操作を行う

遮光ネット：手動にて全開 残渣を乾燥し分解させるため ※パネルにて養生期間日数をカウントしているため

側窓 ：手動にて全開 養生期間中はコントロールパネルは

妻面（入口出口）：ネット+ファスナー扉も閉める 外部からの害虫を侵入させないため 電源を切らないでください

※雨風が強く、側窓、入口出口妻面から ハウス際に雨が降り込むと播種後の土壌水分の ※降り込み防止のため側窓を閉めた後、

雨が降り込みそうな場合は手動にて閉にする むらができ、生育のばらつきの要因となるため 天候回復したらまた、側窓を開けることを怠らないよう

にしてください

5.5 中耕潅水 養生期間中ハウス内に雑草が発生した場合 ハウスによっては養生期間が長くなるため

速やかに耕起作業を行う 雑草が生える場合がある。

《トラクター操作》 雑草を除去することは次作をよくするため

中耕 養生期間の耕うん トラクタ速度：低速度で耕起作業は行う

ロータリー回転数：ギアを中速度に入れる

播種後の発芽をそろえるために土壌水分バランスをとる

※耕起作業の前日は必ず潅水（1000ℓ）を 耕起作業時、ハウス内に粉塵（ほこり）が舞うのを ため

行う 抑制する。

※乾燥が激しい場合は2000ℓ～3000ℓ 乾燥しすぎている土壌は細粒化しやすいので 土壌乾燥が激しい場合は前日潅水量を

それを防ぐため 2000ℓ～3001ℓとする

期 工程NO 作業日程 作業no 作業用語

６、 メンテ ①共用棟のフィルター掃除 共用棟エラーによる水トラブルを事前に防ぐ

②潅水チューブフィルター掃除 潅水ムラによる生育のばらつきを防ぐため

③ミストテスト稼働 ミストつまりによる水落で発芽不良、商品の ミストはテスト稼働させ正しく作動していることを

泥汚れなどによる収量低下を防ぐため 確認してください

④播種機ロータリーに巻き付いた草の除去 整地、鎮圧をしながら播種を行うため

播種後の仕上がりに波ができる ミスト接続部が弱い場合は結束ひもを

付け変えてください

6.5、 播種前遮光 播種準備 コントロールパネル：環境：遮光カーテンを 播種時の地温上昇を防ぐため

手動で全閉めにする 5月から8月までは午後播種を原則とする

その他はすべて自動

播種前潅水 播種準備 播種2日前に潅水を行う 播種前耕起（仕上げ）時の粉塵防止 ハウス内土壌が乾燥しすぎている場合は

潅水量1000ℓ 土壌が乾燥しすぎると播種時に播種機が沈み 潅水量を増す（2000ℓ～3000ℓ）

※仕上げ耕起用潅水 作業がしずらくなるため

７、 仕上げ耕起 整地 播種前の整地作業を行う 平面に仕上げることで播種後の潅水が均一にかかり

播種する面が均等に平面になるように 発芽が一斉に出そろうため

ていねいに仕上げ耕起を行う

《トラクター操作》

トラクタ速度：中速度で耕起作業は行う 播種機に耕起機能が付いているため

ロータリー回転数：ギアを中速度に入れる 中耕と同じように速度回転数は上げない。

レーキ処理 トラクターで均等にできなかった箇所は 1度きれいに均すと次回からトラクタ作業で 特にトラクターが旋回する場所は

アルミレーキを用いて丁寧に均す 均等に均すことができるようになるため 轍（わだち）ができやすく、結果生育ムラになりやすい

注意事項

ゼロ期

工程⑤
播種日

の2日前

清掃

工程⑥
播種日

の前日

内容 手法／道具 目的／効果

内容 手法／道具 目的／効果 注意事項

ゼロ期

工程②
工程①

の翌日

工程③
工程②

の翌日

工程④

工程③

から

播種前

潅水時

まで
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最初から詰め込みすぎると作成途中で挫折してしまいます。 

簡素的に、最初は簡単に作成しましょう。 

 

 

 

なぜならば、パターン、マニュアルは随時変化していくからです 

最初から完璧なものを作ろうとせずに概略を書きこむつもりで取り

組んでください。 

 

 

 

 

 

 

       

次に視える化です。あらゆるものを表示する表示化についてです。 

 

 

例えば朝礼での決め事を表示するとか、具体的な手順を表示する。 

または業績や結果を張り出すまた、会社全体の取り決めを文書化す

るなどが重要です。 

 

期 工程NO 作業日程 作業no 作業用語

８、 播種 播種機を使って播種を行う

播種時間 午後15時以降 地温が下がる時間帯。午前中に播種すると

地温上昇時間帯による発芽ムラの恐れがあるため

品種 ミラージュ（周年） パッシブハウスの特性を生かし同一品種とする

播種機走行パターン 別紙

株間 ピッチ 5.5㎝ （右写真参考） 設定は７ｃｍだが、実際に5㎝～6㎝間隔で落ちる

種子を播種機に入れたままにすると

播種後のメンテナンス ネズミによる浸食、湿気による不良種、

播種後は種を抜きとり種は冷暗所に保管する 温度上昇による発芽不良種になり

発芽不良もしくは発芽不ぞろいになるため

8.5、 当日潅水 初期潅水 播種後速やかに潅水を行う 潅水時間帯 2日後にはアージラン散布が必須な為、潅水を 播種日から先の7日間の週間天気予報で

合計 潅水量： 3000ℓ～4000ℓ 播種後 遅らせると雑草処理が遅れ、結果として雑草抑制が 曇天もしくは雨の予報が3日以上の時は全量6000ℓ

6000ℓ～8000ℓ 出来なくなる恐れがあるため 2日以内の予報の時は全量8000ℓとする

翌日潅水 翌日も同量の潅水を行う 潅水時間帯

潅水量： 3000ℓ～4000ℓ 播種後 播種後潅水後3期初期（本葉展開期）までの

約10日間は追加潅水しないためたっぷりと水を与える

９、 パネル 1期に切り替える 入口出口の妻面はネットにて完全封鎖

1期 遮光カーテンは引き続き手動にて閉め ネット+ファスナー扉を完全に閉める

ファスナー扉は風でばたつかないように固定すること

センサーを定位置に設置する 側窓は自動だが、雨が降り込む恐れがある時は

強制的に閉める。ただし雨が上がる時には必ず

センサーは縦方向に設置する 自動に切り替える

10、 アージラン 除草 除草剤アージラン処理を行う 特徴として発芽前の雑草に効果を発揮する アージラン処理後は追加潅水しない

処理 必ず、播種日の翌々日に散布すること 薬剤。少しでも発芽している雑草には効かない。 ※効果が薄れる恐れがあるため

播種日の 翌々日が散布日

1ハウス当たり：２/３を20ℓに希釈 散布のムラがあると除草の効果が薄れる 心配な時は20ℓにアージラン１/３を希釈し、

ハウス内土壌に背負い動噴でまんべんなく散布 同様を2回行う

散布後は妻面入口は確実に閉鎖すること

期 工程NO 作業日程 作業no 作業用語

11、 観察 発芽そろい確認 播種後3日～4日で発芽する 発芽揃いを確認することでこれまでの工程の不備を ほうれん草栽培は発芽を揃える段階で7割収量が決まる

チェックする。

12、 パネル 播種後4日～5日で発芽が出そろうう 2期変更のタイミング時にコントロールパネルの

2期 発芽を確認出来たらパネルにて第2期に変更する 内容を変更するため観察を怠らす適期に切り替えをする

環境 コントロールパネル： すべて自動 2期（双葉）のころの温度、湿度、日照管理が 入口出口の妻面はネットにて完全封鎖

人的作業は収量。残り日数はパッシブハウスの自動 本葉展開以降の生育に大きく影響するため POは風でばたつかないようにしっかりと固定すること

運転に管理を任せる

13、 防除 3期に切り替えのタイミングで防除を行う

葉面散布 動噴10ℓに対して以下薬剤を使用する

アドマイヤー：4000倍 アブラムシ 害虫発見してからの処理は殺虫。効果が薄い 4000倍： 水10ℓに対して薬剤2.5ml

アザミウマ 発生する前に事前処理するのが予防。

効果が高い。

アファーム：2000倍 コナダニ 2000倍： 水10ℓに対して薬剤5.0ml

ハスモンヨトウ

これらの農薬に葉面散布財を混合し散布する 薬剤散布作業は晴天日中作業はNG

曇天日もしくは夕方に行う※薬害の恐れあるため

内容 手法／道具 目的／効果 注意事項

2期

工程⑨

播種後

5日～

7日後

工程⑩

播種後

10日～

14日後

内容 手法／道具 目的／効果 注意事項

1期

工程⑦
播種日

当日

工程⑧
播種後

翌々日

期 工程NO 作業日程 作業no 作業用語

14、 パネル 播種後15日前後で本葉2枚が出そろう 3期変更のタイミング時にコントロールパネルの

3期 本葉４枚を確認したら3期へ切り替える 内容を変更するため観察を怠らす適期に切り替えをする

（播種後約18日後）

15、 追加潅水 潅水 3期初期に最後の追加潅水を行う この潅水以降はハウスを閉じて収穫日を待つのみ 過剰潅水は収穫時に商品が土汚れの

（追加潅水タイミング：本葉2枚展開したころ） となる。 要因となるため過剰潅水は禁物

ほうれん草栽培の最後の仕上げになる 残りの生育を左右する大事な潅水作業になる 追加潅水のタイミングは本葉2枚展開～4枚展開まで

潅水量： ケースバイケース

3期の追加潅水量は田中、山下に相談確認すること

17、 パネル ４期 播種後25日前後で本葉が２０ｃｍに達する ４期変更のタイミング時にコントロールパネルの 4期に切り替えることで換気を強化が必要

4期 これを確認して3期から4期へ切り替える 内容を変更するため観察を怠らす適期に切り替えをする 自動運転はそのまま継続すること

18、 事前連絡 草丈２０ｃｍを超えたらビタミンカラーへ連絡する 収穫適期を逃さないための報告。 草丈棒を活用してください

19、 収穫 根切り機を使用して収穫作業を行う 商品、食品として取り扱うことで品質グレードが 収穫して終わりではなく、収穫後、ちゃんと商品として

変わる。 出荷されてか否かを気にかけましょう

2時間ルール：5月から9月は収穫時間を2時間とする 商品がしおれるため 鮮度を保つために早朝収穫が理想

また1棟を2日で収穫する

目安は6時から8時半もしくは9時まで 収穫コンテナの内袋は時期ごとに使用するときと

ハウス内を前後１/２を1回の収穫とする 使用しない場合があります

集荷は9時半から10時半頃

内容 手法／道具 目的／効果 注意事項

3期 工程⑪

播種後

15日～

18日後

4期

工程⑫

播種後

22日～

25日後

工程⑬

播種後

28日～

35日後
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特に現在は外国人従業員を多く雇用していることが多いので 

その母国語もしくは絵（アイコン）で表示してあげましょう 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


